
■食品筆全基本法第．4粂（食品の安全性確保時、国内如こ封ナる食品供給行程の各段階に  
・∴二餅、て適切な措置を準じ云土とにより行わなければならない）の軋点から∴痴入食品の安  

・全性確保のたやに、・輸出国における生鼠製造、加工等の段暗から輸入後の国中疎通まで   

の各段階において講じるべき措置の基本的事項について記払．．・  

4 生産地の事情等からみて重点卿こ監視指導を実施すづき項目に関する事項  

・L（1）輸入届出め確執■（2）モニタリング検盈（3）モニタ．リ．ング検査以外の行政検査、■（チ）検査  
・’命令、（亭）‘包嘩的輸入禁止措置及び．（6）梅外情郡等に基づ．く緊奉対掛こおける木琴及び検疫  
．所の役割、実施の車順に七いて野鼠．・・   

以下、・平成22年虔冊甲におけ攣加牛耳・＼、   
－．∵モニタリシグ検査わ強化日かち、1年由を曜j即／又ほやd件幽担  

7 法澤原が判明し辛場合の対応   

二（・1）輸入疇、（2洞内流通時の検査等で醸造反が発見された場合の対応、（3）再発防止のた  

めの輸入者に対する指導、（4）法違反を縛り－返す輸入者辱に対する営業の禁停止処分、（5）  

琴卵摘の告発及び（6）違反事例の公表等における本省、検疫所及び関係都道府県等の遠敷  

実施の手順について記述。  
1ヽ  

J ・  

：幽22年度計画案においてJ違反車例の学資に関し 

クいては1年周とLヰ∩＿  

二由由判明した食品利こつレ1t、嘩疫商卒び赤道府県隻娃共に鱒ケ者に千旦左野中羊  

’泣脚、： ．   

8 国犀等への情報提供●   

輸入食品等の安全性確保に関する情報を広く国民等に提供するため■、（1）モニタリシグ計  

画等に蘭うこる傭報の痕供、（2）本計画に基づく監視結果の公表、（3）食品等の安全に関する  
り不クコミゝニケナションの取組等について記弧   

9 

． 

等に係る点検に係る取組について記娘卜   

一旦王」乎成22年度言十画料こ料ブるう皇室己峯乳、  
の助言  

．  

酷連亨郎坤は？監視とナるご ● l  

．千． 
． 反事例が乍〈、ヰウ：二検加平実鱒敢が予00件隼声痛めと〔ゝ不検出車重 ．   

る坤  

・・二重画吐吐   

く説明するよう努める。  

5■・輸出国における衛生対策の推進‘   

輸出国の年産琴の段脚こおいて法違反の乗組動上を回るため、輸出国に対する（1）葬が国  
・の食品腐生規制の周知、（幻二国間協艶、現地調査等及び（亭）技術協力等の取組にづいて計  

亀  

以下岬追記静軋．●  

■■中細過・   

報を坤  

6 輸入者へゐ自主申年衛生管理の実施に振る指導に関する事項  食品安全基鹿溢第8粂及び法第3粂第・1画こ痩定・され草食品等事喪者の茸務に照らし、  
輸入者iこ対↓て自主的な衛生管理の推進を図るため、輸入者等に対する．（1）基本的埠尊重項  

（別表2）・二（2）輸入繭指導の実科（3）輸入前指導に－よる法遼寧廃見時の加重（4）．自主検  
査め実施、（5）斡入舶等の記録の作成及び保存及び（6揉品衛生に剛－る知識の向上琴の l  
緒導事項を記述。  

．・以下岬，  

二・I吟岬？戸主検査の軸を推進ナる葡点かも、当陳鱒革具を4やh）些検蜜豆里建   
■認め際に活用する。  ト  
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（2）関係府省及び都道府県等主催の意見交換会等への参加  
担当官を講演者、パネリスト等として派遣したD（計15回）   

①関係府省主催の意見交換華等への参加   
．ヵンピロバクター■・ジェジュニ／コリ（食品安全委員会）2回  

厚生労働省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について 

（平成2．1年度）   

1’意見交換会等の開催  

（1）厚生労働省主催の意見交換会等   

′平成21年度は、・以下のとおりこ計14回の意見交換会・説明会を開催した。 

①意見交換会型  ∫  
テーマに係る説明や講演、パネルディスカッション及び会場との意見交換や   
ワークショウプの臭施 

計13回  11回   ・体剤胞クローン（農林水産省）  

②都道府県等主催の意見交換会等への参加   
一食品安全セミナー（秋田県） 
・食の安全フォーラム（山形県）  

計2回 

2情報の発信  
（1）ホームページによる情報発信   

厚生労働省のホームページ上の「食品安全情報」において、報道発表資料、   
食品の安全に関するQ＆A、審議会等の会議資料、食品安全に係る施策の情報   
などを掲載している。平成21年度は、ホームページの掲載内容について、より分   
かりやすいものとなるよう、空理を行った。   
「食品安全情報」URL：  

http‥／／www．mhlv岬Ojp／t占pics／幽  

テーマ   開催時期  開催場所   共催 

食品添加物   平成21年7月  秋田   食品安全委員会、秋田県   
（3回）   車成21年11月・  徳島   食品安全委員会、徳島県  

平成21年12月  大分   食品安全委員会、大分県   

食中毒   平成21年．8月  広島  食品安全委員会」広島市   

（2回）   平成21年9月．   食品安全委員会、愛知県、  
岡崎市   

カドミウム  平成21年11月  大阪、東京  

2回）  

輸入食品の安全性．確保  平成21年1．0月  長嶋   長崎県   
（4回）   平成21年10月  冨県   

平成22年1月   

ユ・－21度ホームページ間覧回数  

タイトル  閲覧回故（回）  

良品安全惜寺肛ップページ  832・42丁  

分野別施策．  l・183・235  

富見交換会  43・101  

／くプリツクコメント  3日44  

Q＆A  65一ココ4  

消費者向け情報  35・474  

事業者向け情報  63・4＝  

医師・医扱機関向け1i絹艮  10・162  

コーチンクス  13t953  

パンフレソト  †8・297  

子供向けサイト  柑・00コ  

食品柿生法違反食品回収情報  】q7・柑a  

食品健挑被害メール窓口  l乙918   

②現地視寧型  
横浜検疫所輸入食品検疫・検査セシタ⊥や総合衛生管理製革過程承認施   
設等の見学 

テ⊥・マ   開催時期   開催場所   

HACCPに基づく衛生管理   平成21年B崩   静岡 
栃木   （2回）   平成22年1月  

輸入食品の安全性確保  平成21年8月   神奈川  
（1回）  

（2）パンフレット等の作成・配付   

食品の安全に関する各種パシフレ叶等を作成し、都道府県等を通じて、また、  
夢見交換会等の場を通じて幅広く配付した。なお、これらのパンフレット等はホ  
＿ムページにも掲載し、ホームページからも入手できるようにしている。   
平成21年度は、以下の内容のパンフレット等を作成一改訂した。   
イ食品の安全確保に関する取組（改訂版）」  

イ正しく知ろう！食の安全食中毒を防ぐ（小学校高学年用）（改訂版）」   

イ正しく知ろう！食の安全食中毒を防ぐ（指導用）（改訂版）」  
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平成22年度リスクコミュニケーション事業運営方針  

t「これからママになるあなた↑」   

・「家庭でできる食中毒予防わ6つのポイント」 

3・意見寡郵いわゆろバブ中クコメント）の実施   

「平成22年度輸入食品監視指導計国（案）人「食品、添カロ物等の規格基準（昭  

和34年厚生省告示第370号）の丁邸改正（食品中のカドミウムの規格基準の⊥  

部改正）」、など計47件の意見裏革を実施した。  

4関係府省とゐ連携 

4府省（内閣府食品安全委員貪、農林水産脊、環境省、厚生労働省）のリスクコ   
ミ■ユ土ケ∵ション担当官連綺会議を月2向程度の頻度で開催し、情報交換を行う寧   

ど、関係府省が連携してリスクコミュ羊ケーションの推進を因っている。  
なお、平成21年9月より消費者庁がオブザーバーとして参加している・。 

5関係自体の会合における講演や意見交換 

消費者団体や食品関係団体等が開催する会合に担当官が参加し、講琴や意   
見交換を行った。（計1・07回）   

6 その他   

ぐ1▼）リスクコミュニケ「ション担当者の研修 

国立保健医療科学院食品衛生管理コースにおいt、リスカミュ羊ケーション   

に関する科目を設け、都道府県等の食品衛生監視員に対する講習を実施し  
た。   

（2）食育 

・第4回食育推進大会（平成21年6月、島根県島根市・内閣府主催）に参和  
し、パンフレットの配付等を行った。   
・平鱒21年虔健康教育行墟担当者連絡協議会（文部科学省主催）t≒おいてヾ   

自治体の学校絵食関係者に対し、食品添加物仁関する説由を行？た。  

（？）子ども霞が閲見学デー  

平成21・年度子ども霞が関見学デー（平成21年8月）において、「ゲ⊥ムで学   

ぶ食の安全」を2日間にわたり開催しこ小中学生（239名）を対象にゲームを適 
じ七食品の安全について学ぶ嘩会を設けた。   

（4）食品安全モニター  

内閣府食品安全委員会の依頼を受けた■「食品安全モニタ「．」の報告のうち、   

食晶安全部の商事事務と関連するものについては、当部で回答を作成して内  
閣府食品安全委員会事務局に提出した。 
また、食品安全モニター会議に担当官が出席L（10回）、食品安全部の所掌   

事務と関連する質問等に対応した。 

1意見交換会の開催等  

全国各地で消費者等を対象に輸入食品等め安全性の確保等をテーマとする   
意見交換会を適宜開催する。   

2情報¢発信  
（1）ホームペ丁ジの充実  

「食品安全情報」を利用しやすく、分かりやすい内容となるよう努  
める。また、厚生労働省動画チャネル「YouTube」を活用する。  

（2）′くンフレツトDVD等ゐ作成一改訂  

食品の安全性の確保のための取組を紹介するパンフレット等を作成・改訂   
し、ホームページからダウンロードを可能とするなど利用を促進する。 

3 意見著集（いわゆるバブリツケコメント）等の実施  

規制の設定又は改廃等に係る意見募集（いわゆるパブリック・コメント）卑び  

その結果の公表を着実に実施する。   

4 その他  

（1）関係府省 

（2）関係府省等との連携、 

（3）リスクコミュニケニション担当者への研修、子ども向けの情報提供、モニター  

制度の活用、情報の公開などの実施  
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